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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通話情報を報告する方法であって、
　複数のメンバデバイスを有する通話グループ用のグループ通信の通話を、通話信号を使
用して、確立するステップと、
　前記複数のメンバデバイスのうちの少なくとも1つのターゲットメンバデバイスを、追
跡されるべき対象に該当するものとして識別するステップと、
　前記少なくとも1つのターゲットメンバデバイスが前記グループ通信の通話に参加した
ことを判定するステップと、
　前記少なくとも1つのターゲットメンバデバイスに対応する情報のバンドルを取得する
ステップと、
　前記情報のバンドルを、前記通話信号および音声コンテンツと、リアルタイムで相関さ
せるステップと、
　前記グループ通信の通話に参加する前記ターゲットメンバデバイスに基づいて、前記情
報のバンドルならびに前記通話信号および前記音声コンテンツを、前記通話信号および前
記音声コンテンツが同時に通話傍受コンポーネントで受信されるように、前記通話傍受コ
ンポーネントへの同じ経路上で前記通話傍受コンポーネントに配信するステップと
　を含み、
　前記情報のバンドルが位置情報を含む、方法。
【請求項２】
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　前記複数のメンバデバイスに知られずに、前記通話の相手として前記通話傍受コンポー
ネントを追加するステップをさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記通話グループが少なくとも3個のメンバを含む、請求項1に記載の方法。
【請求項４】
　前記通話信号および前記音声コンテンツを配信するステップが、単一の通話傍受コンポ
ーネントに配信するステップをさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項５】
　前記少なくとも1つのターゲットメンバデバイスに対応する最初の位置情報を記憶する
ステップと、
　前記少なくとも1つのターゲットメンバデバイスに対応する次の位置情報を取得するス
テップと、
　前記次の位置情報が前記最初の位置情報に対して新しい位置を表すことを判定するステ
ップと
　をさらに含み、
　前記情報のバンドルを相関させる前記ステップが、前記次の位置情報を相関させ配信す
るステップをさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項６】
　前記通話信号および前記音声コンテンツが、パケット化されたデータを含む、請求項1
に記載の方法。
【請求項７】
　前記グループ通信の通話を確立するステップが、前記少なくとも1つのターゲットメン
バデバイスを含まない前記複数のメンバデバイスの第1のサブセット用の前記グループ通
信の通話を最初にホスティングするステップをさらに含み、前記少なくとも1つのターゲ
ットメンバデバイスが前記グループ通信の通話に参加したことを判定するステップが、前
記複数のメンバデバイスの前記第1のサブセット用の前記グループ通信の通話を最初にホ
スティングした後に行われる、請求項1に記載の方法。
【請求項８】
　前記グループ通信の通話に対応する通話状態情報を前記通話傍受コンポーネントに送信
するステップをさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項９】
　前記通話状態情報を送信するステップが、前記グループ通信の通話に参加しているメン
バデバイスの識別情報、前記グループ通信の通話用のフロアを有しているメンバデバイス
の識別情報、前記グループ通信の通話に参加するメンバデバイスの識別情報、または前記
グループ通信の通話をやめるメンバデバイスの識別情報のうちの1つまたは複数を送信す
るステップをさらに含む、請求項8に記載の方法。
【請求項１０】
　通話情報を報告するように構成された少なくとも1つのプロセッサであって、
　複数のメンバデバイスを有する通話グループ用のグループ通信の通話を、通話信号を使
用して、確立するための第1のモジュールと、
　前記複数のメンバデバイスのうちの少なくとも1つのターゲットメンバデバイスを、追
跡されるべき対象に該当するものとして識別するための第2のモジュールと、
　前記少なくとも1つのターゲットメンバデバイスが前記グループ通信の通話に参加した
ことを判定するための第3のモジュールと、
　前記少なくとも1つのターゲットメンバデバイスに対応する情報のバンドルを取得する
ための第4のモジュールと、
　前記情報のバンドルを、通話信号および音声コンテンツと相関させるための第5のモジ
ュールと、
　前記グループ通信の通話に参加する前記ターゲットメンバデバイスに基づいて、前記情
報のバンドルならびに前記通話信号および前記音声コンテンツを、前記通話信号および前
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記音声コンテンツが同時に通話傍受コンポーネントで受信されるように、前記通話傍受コ
ンポーネントへの同じ経路上で前記通話傍受コンポーネントに配信するための第6のモジ
ュールと
　を備え、前記情報のバンドルが位置情報を含む、プロセッサ。
【請求項１１】
　複数のメンバデバイスを有する通話グループ用のグループ通信の通話を、通話信号を使
用して、確立することをコンピュータに行わせるためのコードの第1のセットと、
　前記複数のメンバデバイスのうちの少なくとも1つのターゲットメンバデバイスを、追
跡されるべき対象に該当するものとして識別することをコンピュータに行わせるためのコ
ードの第2のセットと、
　前記少なくとも1つのターゲットメンバデバイスが前記グループ通信の通話に参加した
ことを判定することをコンピュータに行わせるためのコードの第3のセットと、
　前記少なくとも1つのターゲットメンバデバイスに対応する情報のバンドルを取得する
ことをコンピュータに行わせるためのコードの第4のセットと、
　前記情報のバンドルを、通話信号および音声コンテンツと相関させることをコンピュー
タに行わせるためのコードの第5のセットと、
　前記グループ通信の通話に参加する前記ターゲットメンバデバイスに基づいて、前記情
報のバンドルならびに前記通話信号および前記音声コンテンツを、前記通話信号および前
記音声コンテンツが同時に通話傍受コンポーネントで受信されるように、前記通話傍受コ
ンポーネントへの同じ経路上で前記通話傍受コンポーネントに配信することをコンピュー
タに行わせるためのコードの第6のセットと
　を備え、前記情報のバンドルが位置情報を含む、コンピュータプログラム。
【請求項１２】
　複数のメンバデバイスを有する通話グループ用のグループ通信の通話を、通話信号を使
用して、確立するための手段と、
　前記複数のメンバデバイスのうちの少なくとも1つのターゲットメンバデバイスを、追
跡されるべき対象に該当するとものとして識別するための手段と、
　前記少なくとも1つのターゲットメンバデバイスが前記グループ通信の通話に参加した
ことを判定するための手段と、
　前記少なくとも1つのターゲットメンバデバイスに対応する情報のバンドルを取得する
ための手段と、
　前記情報のバンドルを、通話信号および音声コンテンツと相関させるための手段と、
　前記グループ通信の通話に参加する前記ターゲットメンバデバイスに基づいて、前記情
報のバンドルならびに前記通話信号および前記音声コンテンツを、前記通話信号および前
記音声コンテンツが同時に通話傍受コンポーネントで受信されるように、前記通話傍受コ
ンポーネントへの同じ経路上で前記通話傍受コンポーネントに配信するための手段と
　を備え、前記情報のバンドルが位置情報を含む、装置。
【請求項１３】
　複数のメンバデバイスを有する通話グループ用のグループ通信の通話を、通話信号を使
用して、確立するための通話セットアップコンポーネントと、
　前記複数のメンバデバイスのうちの少なくとも1つのターゲットメンバデバイスを、追
跡されるべき対象に該当するものとして識別すること、前記少なくとも1つのターゲット
メンバデバイスが前記グループ通信の通話に参加したことを判定すること、前記少なくと
も1つのターゲットメンバデバイスに対応する情報のバンドルを取得すること、前記情報
のバンドルを、通話信号および音声コンテンツと相関させること、ならびに、前記グルー
プ通信の通話に参加する前記ターゲットメンバデバイスに基づいて、前記情報のバンドル
ならびに前記通話信号および前記音声コンテンツを、前記通話信号および前記音声コンテ
ンツが同時に通話傍受コンポーネントで受信されるように、前記通話傍受コンポーネント
への同じ経路上で前記通話傍受コンポーネントに配信することを行うための通話ホスティ
ング機能と
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　を備える少なくとも1つのプロセッサを備え、
　前記情報のバンドルが位置情報を含む、装置。
【請求項１４】
　前記通話ホスティング機能が、前記複数のメンバデバイスに知られずに、前記グループ
通信の通話の相手として前記通話傍受コンポーネントを追加するようにさらに構成された
、請求項13に記載の装置。
【請求項１５】
　通話情報を報告する方法であって、
　複数のメンバデバイスを有する通話グループ用の、音声コンテンツを含むグループ通信
の通話を、通話信号を使用して、確立するステップと、
　前記複数のメンバデバイスのうちの少なくとも1つのターゲットメンバデバイスを、追
跡されるべき対象に該当するものとして識別するステップと、
　前記少なくとも1つのターゲットメンバデバイスが前記グループ通信の通話に参加した
ことを判定するステップと、
　前記複数のメンバデバイスに知られずに、前記グループ通信の通話の相手として通話傍
受コンポーネントを追加するステップと、
　前記グループ通信の通話に参加する前記ターゲットメンバデバイスに基づいて、前記通
話信号および前記音声コンテンツを、前記通話信号および前記音声コンテンツが同時に前
記通話傍受コンポーネントで受信されるように、前記通話傍受コンポーネントへの同じ経
路上で前記通話グループおよび前記通話傍受コンポーネントに配信するステップと、
　前記少なくとも1つのターゲットメンバデバイスに対応する位置情報を取得するステッ
プと、
　前記位置情報を、前記通話信号および前記音声コンテンツと相関させるステップと
　を含み、
　前記通話信号および前記音声コンテンツを配信するステップが、前記通話信号および前
記音声コンテンツとともに、前記相関した位置情報を前記通話傍受コンポーネントに配信
するステップをさらに含む、方法。
【請求項１６】
　通話情報を報告するように構成された少なくとも1つのプロセッサであって、
　複数のメンバデバイスを有する通話グループ用の、音声コンテンツを含むグループ通信
の通話を、通話信号を使用して、確立するための第1のモジュールと、
　前記複数のメンバデバイスのうちの少なくとも1つのターゲットメンバデバイスを、追
跡されるべき対象に該当するとものとして識別するための第2のモジュールと、
　前記少なくとも1つのターゲットメンバデバイスが前記グループ通信の通話に参加した
ことを判定するための第3のモジュールと、
　前記複数のメンバデバイスに知られずに、前記グループ通信の通話の相手として通話傍
受コンポーネントを追加するための第4のモジュールと、
　前記グループ通信の通話に参加する前記ターゲットメンバデバイスに基づいて、前記通
話信号および前記音声コンテンツを、前記通話信号および前記音声コンテンツが同時に前
記通話傍受コンポーネントで受信されるように、前記通話傍受コンポーネントへの同じ経
路上で前記通話グループおよび前記通話傍受コンポーネントに配信するための第5のモジ
ュールと、
　前記少なくとも1つのターゲットメンバデバイスに対応する位置情報を取得するための
第6のモジュールと、
　前記位置情報を、前記通話信号および前記音声コンテンツと相関させるための第7のモ
ジュールと
　を備え、
　前記通話信号および前記音声コンテンツを配信することが、前記通話信号および前記音
声コンテンツとともに、前記相関した位置情報を前記通話傍受コンポーネントに配信する
ことをさらに含む、プロセッサ。
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【請求項１７】
　複数のメンバデバイスを有する通話グループ用の、音声コンテンツを含むグループ通信
の通話を、通話信号を使用して、確立することをコンピュータに行わせるためのコードの
第1のセットと、
　前記複数のメンバデバイスのうちの少なくとも1つのターゲットメンバデバイスを、追
跡されるべき対象に該当するとものとして識別することをコンピュータに行わせるための
コードの第2のセットと、
　前記少なくとも1つのターゲットメンバデバイスが前記グループ通信の通話に参加した
ことを判定することをコンピュータに行わせるためのコードの第3のセットと、
　前記複数のメンバデバイスに知られずに、前記グループ通信の通話の相手として通話傍
受コンポーネントを追加することをコンピュータに行わせるためのコードの第4のセット
と、
　前記グループ通信の通話に参加する前記ターゲットメンバデバイスに基づいて、前記通
話信号および前記音声コンテンツを、前記通話信号および前記音声コンテンツが同時に前
記通話傍受コンポーネントで受信されるように、前記通話傍受コンポーネントへの同じ経
路上で前記通話グループおよび前記通話傍受コンポーネントに配信することをコンピュー
タに行わせるためのコードの第5のセットと、
　前記少なくとも1つのターゲットメンバデバイスに対応する位置情報を取得するための
第6のセットと、
　前記位置情報を、前記通話信号および前記音声コンテンツと相関させるための第7のセ
ットと
　を備え、
　前記通話信号および前記音声コンテンツを配信することが、前記通話信号および前記音
声コンテンツとともに、前記相関した位置情報を前記通話傍受コンポーネントに配信する
ことをさらに含む、コンピュータプログラム。
【請求項１８】
　複数のメンバデバイスを有する通話グループ用の、音声コンテンツを含むグループ通信
の通話を、通話信号を使用して、確立するための手段と、
　前記複数のメンバデバイスのうちの少なくとも1つのターゲットメンバデバイスを、追
跡されるべき対象に該当するものとして識別するための手段と、
　前記少なくとも1つのターゲットメンバデバイスが前記グループ通信の通話に参加した
ことを判定するための手段と、
　前記複数のメンバデバイスに知られずに、前記グループ通信の通話の相手として通話傍
受コンポーネントを追加するための手段と、
　前記グループ通信の通話に参加する前記ターゲットメンバデバイスに基づいて、前記通
話信号および前記音声コンテンツを、前記通話信号および前記音声コンテンツが同時に前
記通話傍受コンポーネントで受信されるように、前記通話傍受コンポーネントへの同じ経
路上で前記通話グループおよび前記通話傍受コンポーネントに配信するための手段と、
　前記少なくとも1つのターゲットメンバデバイスに対応する位置情報を取得するための
手段と、
　前記位置情報を、前記通話信号および前記音声コンテンツと相関させるための手段と
　を備え、
　前記通話信号および前記音声コンテンツを配信することが、前記通話信号および前記音
声コンテンツとともに、前記相関した位置情報を前記通話傍受コンポーネントに配信する
ことをさらに含む、装置。
【請求項１９】
　複数のメンバデバイスを有する通話グループ用の、音声コンテンツを含むグループ通信
の通話を、通話信号を使用して、確立するための通話セットアップコンポーネントと、
　前記複数のメンバデバイスのうちの少なくとも1つのターゲットメンバデバイスを、追
跡されるべき対象に該当するものとして識別すること、前記少なくとも1つのターゲット
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メンバデバイスが前記グループ通信の通話に参加したことを判定すること、前記複数のメ
ンバデバイスに知られずに、前記グループ通信の通話の相手として通話傍受コンポーネン
トを追加すること、前記グループ通信の通話に参加する前記ターゲットメンバデバイスに
基づいて、前記通話信号および前記音声コンテンツを、前記通話信号および前記音声コン
テンツが同時に前記通話傍受コンポーネントで受信されるように、前記通話傍受コンポー
ネントへの同じ経路上で前記通話グループおよび前記通話傍受コンポーネントに配信する
こと、前記少なくとも1つのターゲットメンバデバイスに対応する位置情報を取得するこ
と、ならびに、前記位置情報を、前記通話信号および前記音声コンテンツと相関させるこ
とを行うための通話ホスティング機能と
　を備える少なくとも1つのプロセッサ
　を備え、
　前記通話信号および前記音声コンテンツを配信することが、前記通話信号および前記音
声コンテンツとともに、前記相関した位置情報を前記通話傍受コンポーネントに配信する
ことをさらに含む、装置。
【請求項２０】
　通話情報を報告する方法であって、
　複数のメンバデバイスを有する通話グループ用の、音声コンテンツを含むグループ通信
の通話を、通話信号を使用して、確立するステップと、
　前記複数のメンバデバイスのうちの少なくとも1つのターゲットメンバデバイスを、追
跡されるべき対象に該当するとものとして識別するステップと、
　前記少なくとも1つのターゲットメンバデバイスが前記グループ通信の通話に参加した
ことを判定するステップと、
　前記通話信号および前記音声コンテンツが同時に通話傍受コンポーネントで受信される
ように、前記通話傍受コンポーネントへの同じ経路上で前記通話信号および前記音声コン
テンツを配信するステップと
　を含む、方法。
【請求項２１】
　通話情報を報告するように構成された少なくとも1つのプロセッサであって、
　複数のメンバデバイスを有する通話グループ用の、音声コンテンツを含むグループ通信
の通話を、通話信号を使用して、確立するための第1のモジュールと、
　前記複数のメンバデバイスのうちの少なくとも1つのターゲットメンバデバイスを、追
跡されるべき対象に該当するものとして識別するための第2のモジュールと、
　前記少なくとも1つのターゲットメンバデバイスが前記グループ通信の通話に参加した
ことを判定するための第3のモジュールと、
　前記通話信号および前記音声コンテンツが同時に通話傍受コンポーネントで受信される
ように、前記通話傍受コンポーネントへの同じ経路上で前記通話信号および前記音声コン
テンツを配信するための第4のモジュールと
　を備える、プロセッサ。
【請求項２２】
　複数のメンバデバイスを有する通話グループ用の、音声コンテンツを含むグループ通信
の通話を、通話信号を使用して、確立することをコンピュータに行わせるためのコードの
第1のセットと、
　前記複数のメンバデバイスのうちの少なくとも1つのターゲットメンバデバイスを、追
跡されるべき対象に該当するものとして識別することをコンピュータに行わせるためのコ
ードの第2のセットと、
　前記少なくとも1つのターゲットメンバデバイスが前記グループ通信の通話に参加した
ことを判定することをコンピュータに行わせるためのコードの第3のセットと、
　前記通話信号および前記音声コンテンツが同時に通話傍受コンポーネントで受信される
ように、前記通話傍受コンポーネントへの同じ経路上で前記通話信号および前記音声コン
テンツを配信することをコンピュータに行わせるためのコードの第4のセットと
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　を備える、コンピュータプログラム。
【請求項２３】
　複数のメンバデバイスを有する通話グループ用の、音声コンテンツを含むグループ通信
の通話を、通話信号を使用して、確立するための手段と、
　前記複数のメンバデバイスのうちの少なくとも1つのターゲットメンバデバイスを、追
跡されるべき対象に該当するものとして識別するための手段と、
　前記少なくとも1つのターゲットメンバデバイスが前記グループ通信の通話に参加した
ことを判定するための手段と、
　前記通話信号および前記音声コンテンツが同時に通話傍受コンポーネントで受信される
ように、前記通話傍受コンポーネントへの同じ経路上で前記通話信号および前記音声コン
テンツを配信するための手段と
　を備える、装置。
【請求項２４】
　複数のメンバデバイスを有する通話グループ用の、音声コンテンツを含むグループ通信
の通話を、通話信号を使用して、確立するための通話セットアップコンポーネントと、
　前記複数のメンバデバイスのうちの少なくとも1つのターゲットメンバデバイスを、追
跡されるべき対象に該当するものとして識別すること、前記少なくとも1つのターゲット
メンバデバイスが前記グループ通信の通話に参加したことを判定すること、ならびに、前
記通話信号および前記音声コンテンツが同時に通話傍受コンポーネントで受信されるよう
に、前記通話傍受コンポーネントへの同じ経路上で前記通話信号および前記音声コンテン
ツを配信することを行うための通話ホスティング機能と
　を備える少なくとも1つのプロセッサ
　を備える、装置。
【請求項２５】
　通話情報を監視する方法であって、
　1つまたは複数の監視ターゲットについての識別情報を提供する認証を監視コンポーネ
ントに送信するステップと、
　少なくとも1つの監視ターゲットを含むグループ通話が、通話信号を使用して、確立さ
れたことの通知を受信するステップと、
　通話信号および音声コンテンツが同時に受信されるように、同じ経路上で前記グループ
通話に関連する前記通話信号および前記音声コンテンツを受信するステップと
　を含む、方法。
【請求項２６】
　前記通話信号および前記音声コンテンツが発生順序で受信される、請求項25に記載の方
法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、一般に、合法的傍受に関し、より詳細には、グループ通話設定において傍受
された通信のほぼリアルタイムの監視および報告の実行に関する。
【背景技術】
【０００２】
　米国通信傍受支援法(CALEA)は、デジタル電話ネットワークの盗聴を必要とする犯罪捜
査を行うための法的処置を支援する米国の盗聴法である。CALEAシステムの既存の実装形
態は、通常、1対1の通話だけを扱い、プッシュツートーク(PTT)およびVoIP通信などのグ
ループ通信の役には立たない。その上、既存の実装形態は、様々な経路上で法執行機関(L
EA)に通話信号および通話媒体(音声コンテンツ)を配信し、これは、しばしば、様々な時
刻にこのコンテンツを受信することになり、相関させることは困難または不可能である。
さらに、通話信号および通話媒体を配信するために必要な様々なネットワークコンポーネ
ントは、そのようなコンポーネントがカスタムVoIPソリューションによってバイパスされ
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る機会をもたらし、その上スケーリングにおいて複雑さおよびコストをもたらす。
【０００３】
　加えて、既存の実装形態のうちの一部は、SMSのような帯域外信号に依拠して、通話信
号および通話媒体に対応する位置情報を提供する。この帯域外信号はエンドユーザによっ
て検出される場合があり、これは望ましくない。その上、PTT/VoIP信号(たとえば、1x対D
oRA)ではなく、異なる物理層でベスト・エフォート型帯域外信号(たとえば、SMS)を使用
すると、帯域外位置情報の配信が保証されない。さらに、デバイスユーザは、SMSまたは
他のロケーションベースのサービスを閉鎖することができる場合がある。他の実装形態は
、ネットワーク(たとえば、RAN、コアネットワーク)に依拠して、特定のアプリケーショ
ンサービス用の位置情報を抽出するが、そのような機能は広く一般に利用可能ではない可
能性がある。したがって、既存のCALEA実装形態は多くの欠点を有する。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　以下で、1つまたは複数の態様の基本的理解を与えるために、そのような態様の簡略化
された概要を提示する。この概要は、すべての考察された態様の包括的な概要ではなく、
すべての態様の主要または重要な要素を識別するものではなく、いずれかまたはすべての
態様の範囲を定めるものでもない。その唯一の目的は、後で提示されるより詳細な説明へ
の導入として、1つまたは複数の態様のいくつかの概念を簡略化された形で提示すること
である。
【０００５】
　いくつかの態様によれば、通話情報を報告する方法は、複数のメンバデバイスを有する
通話グループ用のグループ通信通話を確立するステップと、複数のメンバデバイスのうち
の少なくとも1つのターゲットメンバデバイスを追跡されるべき対象に該当するものとし
て識別するステップと、少なくとも1つのターゲットメンバデバイスが通話に参加したこ
とを判定するステップと、少なくとも1つのターゲットメンバデバイスに対応する情報の
バンドルを取得するステップと、情報のバンドルを通話信号および対応する音声コンテン
ツの対応する部分とリアルタイムで相関させるステップと、通話に参加するターゲットメ
ンバデバイスに基づいて、情報のバンドルならびに通話信号および対応する音声コンテン
ツの対応する部分を通話傍受コンポーネントに配信するステップとを含む。
【０００６】
　いくつかの態様によれば、通話情報を報告するように構成された少なくとも1つのプロ
セッサは、複数のメンバデバイスを有する通話グループ用のグループ通信通話を確立する
ための第1のモジュールと、複数のメンバデバイスのうちの少なくとも1つのターゲットメ
ンバデバイスを追跡されるべき対象に該当するものとして識別するための第2のモジュー
ルと、少なくとも1つのターゲットメンバデバイスが通話に参加したことを判定するため
の第3のモジュールと、少なくとも1つのターゲットメンバデバイスに対応する情報のバン
ドルを取得するための第4のモジュールと、情報のバンドルを通話信号および対応する音
声コンテンツの対応する部分と相関させるための第5のモジュールと、通話に参加するタ
ーゲットメンバデバイスに基づいて、情報のバンドルならびに通話信号および対応する音
声コンテンツの対応する部分を通話傍受コンポーネントに配信するための第6のモジュー
ルとを備える。
【０００７】
　いくつかの態様によれば、コンピュータプログラム製品は、複数のメンバデバイスを有
する通話グループ用のグループ通信通話を確立することをコンピュータに行わせるための
コードの第1のセットと、複数のメンバデバイスのうちの少なくとも1つのターゲットメン
バデバイスを追跡されるべき対象に該当するものとして識別することをコンピュータに行
わせるためのコードの第2のセットと、少なくとも1つのターゲットメンバデバイスが通話
に参加したことを判定することをコンピュータに行わせるためのコードの第3のセットと
、少なくとも1つのターゲットメンバデバイスに対応する情報のバンドルを取得すること
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をコンピュータに行わせるためのコードの第4のセットと、情報のバンドルを通話信号お
よび対応する音声コンテンツの対応する部分と相関させることをコンピュータに行わせる
ためのコードの第5のセットと、通話に参加するターゲットメンバデバイスに基づいて、
情報のバンドルならびに通話信号および対応する音声コンテンツの対応する部分を通話傍
受コンポーネントに配信することをコンピュータに行わせるためのコードの第6のセット
とを含む、コンピュータ可読媒体を備える。
【０００８】
　いくつかの態様によれば、装置は、複数のメンバデバイスを有する通話グループ用のグ
ループ通信通話を確立するための手段と、複数のメンバデバイスのうちの少なくとも1つ
のターゲットメンバデバイスを追跡されるべき対象に該当するものとして識別するための
手段と、少なくとも1つのターゲットメンバデバイスが通話に参加したことを判定するた
めの手段と、少なくとも1つのターゲットメンバデバイスに対応する情報のバンドルを取
得するための手段と、情報のバンドルを通話信号および対応する音声コンテンツの対応す
る部分と相関させるための手段と、通話に参加するターゲットメンバデバイスに基づいて
、情報のバンドルならびに通話信号および対応する音声コンテンツの対応する部分を通話
傍受コンポーネントに配信するための手段とを備える。
【０００９】
　いくつかの態様によれば、装置は、複数のメンバデバイスを有する通話グループ用のグ
ループ通信通話を確立するための通話セットアップコンポーネントと、複数のメンバデバ
イスのうちの少なくとも1つのターゲットメンバデバイスを追跡されるべき対象に該当す
るものとして識別すること、少なくとも1つのターゲットメンバデバイスが通話に参加し
たことを判定すること、少なくとも1つのターゲットメンバデバイスに対応する情報のバ
ンドルを取得すること、情報のバンドルを通話信号および対応する音声コンテンツの対応
する部分と相関させること、および、通話に参加するターゲットメンバデバイスに基づい
て、情報のバンドルならびに通話信号および対応する音声コンテンツの対応する部分を通
話傍受コンポーネントに配信することを行うための通話ホスティング機能とを備える、少
なくとも1つのプロセッサを備える。
【００１０】
　いくつかの態様によれば、通話情報を報告する方法は、複数のメンバデバイスを有する
通話グループ用の、通話信号および対応する音声コンテンツを含むグループ通信通話を確
立するステップと、複数のメンバデバイスのうちの少なくとも1つのターゲットメンバデ
バイスを追跡されるべき対象に該当するものとして識別するステップと、少なくとも1つ
のターゲットメンバデバイスが通話に参加したことを判定するステップと、複数のメンバ
デバイスに知られずにグループ通信通話の相手として通話傍受コンポーネントを追加する
ステップと、通話に参加するターゲットメンバデバイスに基づいて、通話信号および対応
する音声コンテンツを通話グループおよび通話傍受コンポーネントに配信するステップと
を含む。
【００１１】
　いくつかの態様によれば、通話情報を報告するように構成された少なくとも1つのプロ
セッサは、複数のメンバデバイスを有する通話グループ用の、通話信号および対応する音
声コンテンツを含むグループ通信通話を確立するための第1のモジュールと、複数のメン
バデバイスのうちの少なくとも1つのターゲットメンバデバイスを追跡されるべき対象に
該当するものとして識別するための第2のモジュールと、少なくとも1つのターゲットメン
バデバイスが通話に参加したことを判定するための第3のモジュールと、複数のメンバデ
バイスに知られずにグループ通信通話の相手として通話傍受コンポーネントを追加するた
めの第4のモジュールと、通話に参加するターゲットメンバデバイスに基づいて、通話信
号および対応する音声コンテンツを通話グループおよび通話傍受コンポーネントに配信す
るための第5のモジュールとを備える。
【００１２】
　いくつかの態様によれば、コンピュータプログラム製品は、複数のメンバデバイスを有
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する通話グループ用の、通話信号および対応する音声コンテンツを含むグループ通信通話
を確立することをコンピュータに行わせるためのコードの第1のセットと、複数のメンバ
デバイスのうちの少なくとも1つのターゲットメンバデバイスを追跡されるべき対象に該
当するものとして識別することをコンピュータに行わせるためのコードの第2のセットと
、少なくとも1つのターゲットメンバデバイスが通話に参加したことを判定することをコ
ンピュータに行わせるためのコードの第3のセットと、複数のメンバデバイスに知られず
にグループ通信通話の相手として通話傍受コンポーネントを追加することをコンピュータ
に行わせるためのコードの第4のセットと、通話に参加するターゲットメンバデバイスに
基づいて、通話信号および対応する音声コンテンツを通話グループおよび通話傍受コンポ
ーネントに配信することをコンピュータに行わせるためのコードの第5のセットとを含む
、コンピュータ可読媒体を備える。
【００１３】
　いくつかの態様によれば、装置は、複数のメンバデバイスを有する通話グループ用の、
通話信号および対応する音声コンテンツを含むグループ通信通話を確立するための手段と
、複数のメンバデバイスのうちの少なくとも1つのターゲットメンバデバイスを追跡され
るべき対象に該当するものとして識別するための手段と、少なくとも1つのターゲットメ
ンバデバイスが通話に参加したことを判定するための手段と、複数のメンバデバイスに知
られずにグループ通信通話の相手として通話傍受コンポーネントを追加するための手段と
、通話に参加するターゲットメンバデバイスに基づいて、通話信号および対応する音声コ
ンテンツを通話グループおよび通話傍受コンポーネントに配信するための手段とを備える
。
【００１４】
　いくつかの態様によれば、装置は、複数のメンバデバイスを有する通話グループ用の、
通話信号および対応する音声コンテンツを含むグループ通信通話を確立するための通話セ
ットアップコンポーネントと、複数のメンバデバイスのうちの少なくとも1つのターゲッ
トメンバデバイスを追跡されるべき対象に該当するものとして識別すること、少なくとも
1つのターゲットメンバデバイスが通話に参加したことを判定すること、複数のメンバデ
バイスに知られずにグループ通信通話の相手として通話傍受コンポーネントを追加するこ
と、ならびに、通話に参加するターゲットメンバデバイスに基づいて、通話信号および対
応する音声コンテンツを通話グループおよび通話傍受コンポーネントに配信することを行
うための通話ホスティング機能とを備える、少なくとも1つのプロセッサを備える。
【００１５】
　いくつかの態様によれば、通話情報を報告する方法は、複数のメンバデバイスを有する
通話グループ用の、通話信号および対応する音声コンテンツを含むグループ通信通話を確
立するステップと、複数のメンバデバイスのうちの少なくとも1つのターゲットメンバデ
バイスを追跡されるべき対象に該当するものとして識別するステップと、少なくとも1つ
のターゲットメンバデバイスが通話に参加したことを判定するステップと、通話信号およ
び対応する音声コンテンツが同時に通話傍受コンポーネントで受信されるように、同じ経
路上で通話信号および対応する音声コンテンツを通話傍受コンポーネントに配信するステ
ップとを含む。
【００１６】
　いくつかの態様によれば、通話情報を報告するように構成された少なくとも1つのプロ
セッサは、複数のメンバデバイスを有する通話グループ用の、通話信号および対応する音
声コンテンツを含むグループ通信通話を確立するための第1のモジュールと、複数のメン
バデバイスのうちの少なくとも1つのターゲットメンバデバイスを追跡されるべき対象に
該当するものとして識別するための第2のモジュールと、少なくとも1つのターゲットメン
バデバイスが通話に参加したことを判定するための第3のモジュールと、通話信号および
対応する音声コンテンツが同時に通話傍受コンポーネントで受信されるように、同じ経路
上で通話信号および対応する音声コンテンツを通話傍受コンポーネントに配信するための
第4のモジュールとを備える。
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【００１７】
　いくつかの態様によれば、コンピュータプログラム製品は、複数のメンバデバイスを有
する通話グループ用の、通話信号および対応する音声コンテンツを含むグループ通信通話
を確立することをコンピュータに行わせるためのコードの第1のセットと、複数のメンバ
デバイスのうちの少なくとも1つのターゲットメンバデバイスを追跡されるべき対象に該
当するものとして識別することをコンピュータに行わせるためのコードの第2のセットと
、少なくとも1つのターゲットメンバデバイスが通話に参加したことを判定することをコ
ンピュータに行わせるためのコードの第3のセットと、通話信号および対応する音声コン
テンツが同時に通話傍受コンポーネントで受信されるように、同じ経路上で通話信号およ
び対応する音声コンテンツを通話傍受コンポーネントに配信することをコンピュータに行
わせるためのコードの第4のセットとを含む、コンピュータ可読媒体を備える。
【００１８】
　いくつかの態様によれば、装置は、複数のメンバデバイスを有する通話グループ用の、
通話信号および対応する音声コンテンツを含むグループ通信通話を確立するための手段と
、複数のメンバデバイスのうちの少なくとも1つのターゲットメンバデバイスを追跡され
るべき対象に該当するものとして識別するための手段と、少なくとも1つのターゲットメ
ンバデバイスが通話に参加したことを判定するための手段と、通話信号および対応する音
声コンテンツが同時に通話傍受コンポーネントで受信されるように、同じ経路上で通話信
号および対応する音声コンテンツを通話傍受コンポーネントに配信するための手段とを備
える。
【００１９】
　いくつかの態様によれば、装置は、複数のメンバデバイスを有する通話グループ用の、
通話信号および対応する音声コンテンツを含むグループ通信通話を確立するための通話セ
ットアップコンポーネントと、複数のメンバデバイスのうちの少なくとも1つのターゲッ
トメンバデバイスを追跡されるべき対象に該当するものとして識別すること、少なくとも
1つのターゲットメンバデバイスが通話に参加したことを判定すること、ならびに、通話
信号および対応する音声コンテンツが同時に通話傍受コンポーネントで受信されるように
、同じ経路上で通話信号および対応する音声コンテンツを通話傍受コンポーネントに配信
することを行うための通話ホスティング機能とを備える、少なくとも1つのプロセッサを
備える。
【００２０】
　いくつかの態様では、合法的に傍受されたワイヤレスデバイス内の通話情報を提供する
方法は、複数のメンバデバイスを有する通話グループ用のグループ通信通話に参加するス
テップと、合法的に傍受されたワイヤレスデバイスに対応する、位置情報を含む情報のバ
ンドルを生成するステップと、およびバンドルされた情報を通話傍受コンポーネントに送
信するステップとを含む。
【００２１】
　いくつかの態様では、合法的に傍受されたワイヤレスデバイス内の通話情報を提供する
ように構成された少なくとも1つのプロセッサは、複数のメンバデバイスを有する通話グ
ループ用のグループ通信通話に参加するための第1のモジュールと、合法的に傍受された
ワイヤレスデバイスに対応する、位置情報を含む情報のバンドルを生成するための第2の
モジュールと、バンドルされた情報を通話傍受コンポーネントに送信するための第3のモ
ジュールとを備える。
【００２２】
　いくつかの態様では、コンピュータプログラム製品は、複数のメンバデバイスを有する
通話グループ用のグループ通信通話に参加することをコンピュータに行わせるためのコー
ドの第1のセットと、合法的に傍受されたワイヤレスデバイスに対応する、位置情報を含
む情報のバンドルを生成することをコンピュータに行わせるためのコードの第2のセット
と、およびバンドルされた情報を通話傍受コンポーネントに送信することをコンピュータ
に行わせるためのコードの第3のセットとを含む、コンピュータ可読媒体を備える。
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【００２３】
　いくつかの態様では、装置は、複数のメンバデバイスを有する通話グループ用のグルー
プ通信通話に参加するための手段と、合法的に傍受されたワイヤレスデバイスに対応する
、位置情報を含む情報のバンドルを生成するための手段と、バンドルされた情報を通話傍
受コンポーネントに送信するための手段とを備える。
【００２４】
　いくつかの態様では、装置は、複数のメンバデバイスを有する通話グループ用のグルー
プ通信通話に参加すること、合法的に傍受されたワイヤレスデバイスに対応する、位置情
報を含む情報のバンドルを生成すること、およびバンドルされた情報を通話傍受コンポー
ネントに送信することを行うための通話処理コンポーネントを備える、少なくとも1つの
プロセッサを備える。
【００２５】
　いくつかの態様では、通話情報を監視する方法は、1つまたは複数の監視ターゲット用
の識別情報を提供する認証を監視コンポーネントに送信するステップと、少なくとも1つ
の監視ターゲットを含むグループ通話が確立されたことの通知を受信するステップと、グ
ループ通話に関連する通話信号および対応する音声コンテンツを同時に受信するステップ
とを含む。
【００２６】
　上記の目的および関連する目的を達成するために、1つまたは複数の態様は、以下で十
分に記載され、特許請求の範囲で具体的に指摘される特徴を含む。以下の説明および添付
の図面は、1つまたは複数の態様のある特定の例示的な特徴を詳細に説明する。しかしな
がら、これらの特徴は、様々な態様の原理が利用できる様々な方法のうちのいくつかを示
すにすぎず、この説明は、そのようなすべての態様およびそれらの均等物を含むものとす
る。
【００２７】
　開示される態様を限定するためではなく例示するために提供される添付の図面とともに
、開示される態様が以下に記載され、同様の記号表示は同様の要素を示す。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】いくつかの開示された態様によるグループ通信システムを示す図である。
【図２Ａ】いくつかの開示された態様によるワイヤレスデバイスを示す図である。
【図２Ｂ】いくつかの開示された態様によるネットワークデバイスを示す図である。
【図３】いくつかの開示された態様による合法的傍受規定管理コンソールを示す図である
。
【図４】いくつかの開示された態様による領域グループ通話セットアップ機能を示す図で
ある。
【図５】いくつかの開示された態様による領域グループ通話ホスト機能を示す図である。
【図６】いくつかの開示された態様による領域合法的傍受サーバを示す図である。
【図７】いくつかの開示された態様により、通話情報を報告するための方法の一態様を示
す図である。
【図８】いくつかの開示された態様により、通話情報を提供するための方法の一態様を示
す図である。
【図９】いくつかの開示された態様により、通話情報を監視するための方法の一態様を示
す図である。
【図１０】いくつかの開示された態様により、通話信号および通話媒体を合法的に傍受す
るための方法の一態様を示すフローチャートである。
【図１１】いくつかの開示された態様によるメッセージフロー交換の一態様を示す図であ
る。
【図１２】いくつかの開示された態様により、通話情報を報告するためのシステムを示す
図である。
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【図１３】いくつかの開示された態様により、通話情報を報告するための別のシステムを
示す図である。
【図１４】いくつかの開示された態様により、通話情報を提供するためのシステムを示す
図である。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　次に、様々な態様が図面を参照して記載される。以下の記述では、説明の目的で、1つ
または複数の態様の完全な理解を与えるために、多数の具体的な詳細が記載される。しか
しながら、そのような態様がこれらの具体的な詳細なしに実践できることは明白であり得
る。
【００３０】
　本明細書に記載された装置および方法により、グループ通話設定におけるターゲットデ
バイスの合法的監視が可能になる。グループのメンバとしてのターゲットを有するグルー
プ通話が開始されるとき、通話信号および音声通信の収集が始まる。法執行機関は、傍受
された音声通信または他のデータをリアルタイムで、またはほぼリアルタイムで受信する
。基本的に、法執行機関は、グループのメンバに知られずにグループ通信の相手として追
加される。
【００３１】
　図1は、合法的傍受サービスを提供するために構成されたグループ通信システム100を示
すブロック図である。図1に示されたように、複数のワイヤレスデバイス102、104、およ
び106は、グループ通信セッションに参加することが可能なグループを形成する。ワイヤ
レスデバイス102、104、および106は、パケットコアネットワーク110に結合された無線ア
クセスネットワーク108を介して通信することができる。合法的傍受サービスを提供する
ために、グループ通信システム100は、1つまたは複数の領域グループ通信サーバ120と、
コア合法的傍受サーバ130と、1つまたは複数の法執行機関(LEA)140と、1つまたは複数の
合法的傍受規定(LID)管理者150とを含む。
【００３２】
　LID管理者150は、監視されるべきターゲット用の合法的傍受規定を用意するように構成
することができる。これは、たとえば、ターゲットの名前、モバイル電話番号、モバイル
アドレス、および/または他の識別情報を提供することを含むことができる。ターゲット
についての識別情報はコア合法的傍受サーバ130に提供することができ、コア合法的傍受
サーバ130は、どの領域グループ通信サーバ120が各ターゲットの監視を担当するかを決定
することができる。すなわち、領域グループ通信サーバ120は、監視コンポーネントとし
て働くことができる。各LID管理コンソール(LAC)150は、合法的傍受のメッセージおよび
データを受信するように構成されたLEA140に関連付けることができる。いくつかの態様で
は、LEA140は、グループ通話の他のメンバに知られずに、グループ通話のメンバとして追
加することができる。そのため、LEA140は、通話中にリアルタイムで交換された音声コン
テンツ、ならびに他のグループ通話関連情報を受信する。
【００３３】
　ワイヤレスデバイスがグループ通話を開始するとき、ターゲットがグループのメンバで
あると判定されると、通話はグループ通信サーバ120によって傍受することができる。グ
ループ通話セットアップ機能122は、ターゲットが参加者になることを予定しているか、
または実際に参加者である通話を傍受し、通話データおよび通話信号を傍受するための監
視セッションをセットアップするように構成することができる。傍受機能は、たとえば、
グループ通話の他のメンバに知られずに、通話の相手としてLEA140を追加することを含む
ことができる。グループ通話セットアップ機能122はまた、グループ通話が確立され、グ
ループが少なくとも1つのターゲットを含んでいることを、グループ通話ホスティング機
能124に通知するように構成することができる。グループ通話ホスティング機能124は、タ
ーゲットが通話に参加したことを判定し、傍受された情報を収集、集約、および順序付け
し、情報を領域合法的傍受サーバ126に転送するように構成することができる。領域合法
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的傍受サーバ126は、傍受されたメッセージをLEA140によってアクセス可能なフォーマッ
トに変換するように構成することができる。
【００３４】
　図2Aは、図1に示されたワイヤレスデバイス102などのワイヤレスデバイスを示す。ワイ
ヤレスデバイス104および106は、各々同じかまたは同等のコンポーネントを含むことがで
きる。ワイヤレスデバイス102は、本明細書に記載されたコンポーネントおよび機能のう
ちの1つまたは複数に関連する処理機能を遂行するためのプロセッサ202を含むことができ
る。プロセッサ202は、単一のセットもしくは複数のセットのプロセッサ、またはマルチ
コアプロセッサを含むことができる。その上、プロセッサ202は、統合処理システムおよ
び/または分散処理システムとして実装することができる。
【００３５】
　ワイヤレスデバイス102は、本明細書で使用されるデータ、および/またはプロセッサ20
2によって実行されているアプリケーションのローカルバージョンを記憶するなどのため
のメモリ204をさらに含む。メモリ204は、ランダムアクセスメモリ(RAM)、読取り専用メ
モリ(ROM)、テープ、磁気ディスク、光ディスク、揮発性メモリ、不揮発性メモリ、およ
びそれらの任意の組合せなどの、コンピュータによって使用可能な任意のタイプのメモリ
を含むことができる。
【００３６】
　さらに、ワイヤレスデバイス102は、本明細書に記載されたハードウェア、ソフトウェ
ア、およびサービスを利用して、1つまたは複数の相手との通信を確立および維持するこ
とを行う、通信コンポーネント206を含むことができる。通信コンポーネント206は、ワイ
ヤレスデバイス102上のコンポーネント間、ならびにワイヤレスデバイス102と、通信ネッ
トワーク上に位置するデバイスおよび/またはワイヤレスデバイス102にシリアルもしくは
ローカルに接続されたデバイスなどの外部デバイスとの間の通信を搬送することができる
。たとえば、通信コンポーネント206は、1つまたは複数のバスを含むことができ、外部デ
バイスとのインターフェース用に動作可能な送信機および受信機にそれぞれ関連する送信
チェーンコンポーネントおよび受信チェーンコンポーネントをさらに含むことができる。
【００３７】
　加えて、ワイヤレスデバイス102は、本明細書に記載された態様に関連して利用される
情報、データベース、およびプログラムの大容量ストレージを提供するハードウェアおよ
び/またはソフトウェアの任意の適切な組合せであり得る、データストア208をさらに含む
ことができる。たとえば、データストア208は、プロセッサ202によって現在実行されてい
ないアプリケーション用のデータリポジトリであり得る。
【００３８】
　ワイヤレスデバイス102は、ワイヤレスデバイス102のユーザからの入力を受け取るよう
に動作可能であり、ユーザへの提示用の出力を生成するようにさらに動作可能なユーザイ
ンターフェースコンポーネント210をさらに含むことができる。ユーザインターフェース
コンポーネント210は、限定はしないが、キーボード、ナンバーパッド、マウス、タッチ
センシティブディスプレイ、ナビゲーションキー、ファンクションキー、マイクロフォン
、音声認識コンポーネント、カメラ、および/もしくはユーザからの入力を受け取ること
が可能な任意の他の機構、またはそれらの任意の組合せを含む、1つまたは複数の入力デ
バイスを含むことができる。さらに、ユーザインターフェースコンポーネント210は、限
定はしないが、ディスプレイ、スピーカ、触覚型フィードバック機構、プリンタ、ユーザ
に出力を提示することが可能な任意の他の機構、またはそれらの任意の組合せを含む、1
つまたは複数の出力デバイスを含むことができる。
【００３９】
　加えて、いくつかの態様では、ワイヤレスデバイス102は、位置情報、信号、および/ま
たは合法的傍受に従属する任意の他の情報をバンドルし、図1に示された領域グループ通
信サーバ120などの領域グループ通信サーバにこの情報を提供するように構成された合法
的傍受処理モジュール212を含むことができる。いくつかの態様によれば、合法的傍受処
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理モジュール212は、通話が最初に開始されたとき、およびデバイスが位置を変えるたび
に、信号を介して位置情報を提供する。
【００４０】
　図2Bはネットワークデバイス220を示す。ネットワークデバイス220は、たとえば、LAC1
50、グループ通話セットアップ機能122、グループ通話ホスト機能124、および/または合
法的傍受サーバ126を表すことができる。ネットワークデバイス220は、プロセッサ222と
、メモリ224と、通信コンポーネント226と、データストア228と、ユーザインターフェー
ス230とを含むことができる。これらのコンポーネントは、ワイヤレスデバイス102の対応
するコンポーネントと同様の方式で動作し、さらなる説明は提供されない。ネットワーク
デバイス220はまた、特定のネットワークデバイスの特定の機能を実行するための、1つま
たは複数のデバイス固有のコンポーネント232を含むことができる。
【００４１】
　図3はLAC150をより詳細に示す。LAC150は、通話傍受機能を実行する合法的な認証を受
信し、領域グループ通信サーバ120などの監視コンポーネントにそのような認証を提供す
るように構成された、通信モジュール302を含むデバイス固有のコンポーネント232を含む
ことができる。通信モジュール302はさらに、コア合法的傍受サーバ130にターゲット情報
を提供するように構成することができる。情報は、たとえば、ターゲットの名前、モバイ
ル電話番号などを含むことができる。デバイス固有のコンポーネント232はまた、監視さ
れるべき各ターゲットに関する情報を記憶するターゲットデータベース304を含むことが
できる。
【００４２】
　次に図4を参照すると、領域グループ通話セットアップ機能(RGCSF)122がより詳細に示
される。RGCSF122は、合法的傍受規定処理モジュール402と通話セットアップモジュール4
04とを含むデバイス固有のコンポーネント232を含むことができる。合法的傍受規定処理
モジュール402は、LAC150から合法的傍受規定を受信するように構成することができる。
たとえば、合法的傍受規定は、監視ターゲットの名前、監視ターゲットの電話番号、また
は、監視ターゲットがグループ通話内の実際の参加者もしくは招待された参加者であるか
どうかを判定するのに有用な任意の他の情報を含むことができる。この情報を使用して、
合法的傍受規定処理モジュール402は、監視ターゲットが計画されたグループ通話のメン
バであるかどうかを判定するように構成することができる。たとえば、一態様では、合法
的傍受規定処理モジュール402は、合法的傍受規定情報の全部または一部を、確立されて
いるグループ通話へのグループ通話参加者の情報の全部または一部と照合するために、比
較器のコンポーネントまたはアルゴリズムを含むことができる。合法的傍受規定処理モジ
ュール402はまた、グループ通話の確立に関連する最初の信号データを収集するように構
成することができる。たとえば、監視ターゲットが通話に参加する前でも、合法的傍受規
定処理モジュール402は、先回りしてグループ通話に関連するすべての情報および通信を
取得し、一時的に記憶することができ、その結果、そのような情報は、ターゲットが通話
に参加したとき呼び出すことができる。加えて、通話セットアップモジュール404は、監
視用のグループ通話をセットアップするように構成することができる。これは、たとえば
、通話要求を受信すること、およびグループ通話のメンバに知られずに通話の相手として
LEA140を追加することを含むことができる。
【００４３】
　図5は、領域グループ通話ホスト機能124をより詳細に示す。データ収集/集約モジュー
ル502を含むデバイス固有のコンポーネント232は、信号情報および信号媒体などのワイヤ
レスデバイスからのデータを傍受するため、およびそのデータをLEAに提供する前に傍受
されたデータを集約するために提供することができる。たとえば、データ収集/集約モジ
ュール502は、ワイヤレスデバイスから情報のバンドルを受信することができる。データ
収集/集約モジュール502は、信号および対応する音声コンポーネントが受信順序で一緒に
LEAに配信されるように、傍受されたデータを相関させるように構成することができる。
加えて、いくつかの態様では、相関する傍受されたデータは、リアルタイムで、またはほ
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ぼリアルタイムでLEAに配信することができる。加えて、デバイス固有のコンポーネント2
32は、監視ターゲットが通話に参加したかどうかを判定するように構成された、監視通話
セットアップモジュール504を含むことができる。たとえば、監視通話セットアップモジ
ュール504は、グループ通話参加者を追跡し、識別された監視ターゲットが通話に参加し
たとき通知を生成し、それにより、たとえば、傍受動作およびグループ通話へのLEAの追
加をトリガする監視コンポーネントまたは監視アルゴリズムを含むことができる。デバイ
ス固有のコンポーネント232はまた、傍受されたデータを合法的傍受サーバに提供するた
めのデータ配信モジュール506を含むことができる。
【００４４】
　図6は、合法的傍受サーバ126をより詳細に示す。合法的傍受サーバ126は、領域グルー
プ通信サーバと1つまたは複数のLEAとの間のゲートウェイとして働く。合法的傍受サーバ
126は、ターゲットを有する通話が今確立されたことをLEAに通知するため、および領域通
話ホスティング機能124から受信された、傍受された情報をLEAに配信するための配信モジ
ュール602を含む、デバイス固有のコンポーネント232を含むことができる。デバイス固有
のコンポーネント232はまた、必要な場合傍受されたデータをLEAによってアクセス可能な
フォーマットに変換するための変換モジュール604を含むことができる。たとえば、変換
モジュール604は、LEAによって理解不能な第1のフォーマットの傍受されたデータを、LEA
によって理解可能な第2のフォーマットの傍受されたデータにマップする、フォーマット
マッピングデータベースを含むことができる。加えて、デバイス固有のコンポーネント23
2は、LEAにデータを配信する前に、傍受されたデータを記憶するためのストレージモジュ
ール606を含むことができる。たとえば、LEAがリアルタイムでデータを受信することがで
きない場合、データが配信できるときまで、データは合法的傍受サーバ126でバッファリ
ングすることができる。
【００４５】
　図7は、いくつかの態様により、通話情報を報告するための例示的な方法700の一態様を
示す。702で示されたように、複数のメンバデバイスを有する通話グループ用のグループ
通信通話を確立することができる。たとえば、図4に示された領域グループ通話セットア
ップ機能122の通話セットアップモジュール404は、グループ通話を確立するように構成す
ることができる。704で示されたように、複数のメンバデバイスのうちの少なくとも1つの
ターゲットメンバデバイスは、追跡されるべき対象に該当するものとして識別することが
できる。706で示されたように、少なくとも1つのターゲットメンバデバイスが通話に参加
したことを判定することができる。たとえば、図5に示された領域グループ通話ホスト機
能124の監視通話セットアップモジュール504は、この判定を行うように構成することがで
きる。708で示されたように、少なくとも1つのターゲットメンバデバイスに対応する情報
のバンドルを取得することができる。710で示されたように、情報のバンドルは、通話信
号および対応する音声コンテンツの対応する部分と相関することができる。いくつかの態
様では、図5に示された領域グループ通話ホスティング機能124のデータ収集/集約モジュ
ール502は、情報のバンドルを取得し、相関を実行することができる。712で示されたよう
に、通話信号および対応する音声コンテンツの対応する部分とともに、情報のバンドルは
、通話に参加するターゲットメンバデバイスに基づいて、通話傍受コンポーネントに配信
することができる。たとえば、図6に示された合法的傍受サーバ126の配信モジュール602
は、この配信を実行することができる。いくつかの態様では、通話信号および対応する音
声コンテンツの配信が同時に通話傍受コンポーネントで受信されるように、通話信号およ
び対応する音声コンテンツの配信は、通話傍受コンポーネントへの同じ経路上で行われる
可能性がある。
【００４６】
　図8は、いくつかの態様により、合法的に傍受されたワイヤレスデバイスから通話情報
を提供する例示的な方法800の一態様を示す。たとえば、方法800は、図1および図2に示さ
れたワイヤレスデバイス102、104、および106のうちのいずれかによって実施することが
できる。802で示されたように、ワイヤレスデバイスは、複数のメンバデバイスを有する
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通話グループ用のグループ通信通話に参加することができる。804で示されたように、合
法的に傍受されたワイヤレスデバイスに対応する情報のバンドルを生成することができる
。いくつかの態様では、情報のバンドルは、ワイヤレスデバイスの位置を示す位置情報を
含むことができる。806で示されたように、バンドルされた情報は、通話傍受コンポーネ
ントに送信することができる。
【００４７】
　図9は、いくつかの態様により、通話情報を監視する例示的な方法900の一態様を示す。
たとえば、方法900は、図1および図3に示されたLEA140および/またはLAC150によって実施
することができる。902で示されたように、1つまたは複数の監視ターゲットについての識
別情報を提供する認証を監視コンポーネントに送信することができる。904で示されたよ
うに、少なくとも1つの監視ターゲットを含むグループ通話が確立されたことの通知を受
信することができる。906で示されたように、グループ通話に関連する通話信号および対
応する音声コンテンツは、同時に受信することができる。
【００４８】
　図10は、グループ通話内の通話信号および通話媒体を合法的に傍受するための例示的な
方法1000の一態様を示す高水準フローチャートである。いくつかの態様では、方法は、図
1に示された領域グループ通信サーバ120によって実施することができる。1002で示された
ように、グループのメンバとしてのターゲットを有するグループ通話が確立されたことの
通知が受信される。1004で示されたように、次いで、通話を監視するための通話セットア
ップ手順を実施することができる。これらの通話セットアップ手順は、たとえば、LEA140
(図1)などの通話傍受コンポーネントをグループのメンバとして追加することを含むこと
ができる。グループ通話のメンバは監視に気づいていない。
【００４９】
　1006で示されたように、ターゲットが通話に参加したかどうかについて判定を行うこと
ができる。そうでない場合、1008で示されたように、システムは、通話に新しく追加され
た参加者/最新の参加者が識別されたターゲットであるかどうかを判定するために、監視
を続ける。ターゲットが通話していると識別されると、1010で示されたように、システム
は、ターゲットが通話内の実際の参加者であるかどうかを判定することができる。そうで
ある場合、1012で示されたように、LEAは、実際の参加者としてターゲットを有する通話
が確立されたことを通知される。
【００５０】
　1014で示されたように、たとえば、ターゲットに関連する位置情報を含む通話情報が収
集され、LEAに配信される。1016で示されたように、通話が続くとき、システムは、位置
更新報告が通話参加者から受信されたかどうかを判定する。そうである場合、1018で示さ
れたように、記憶された位置情報が更新される。1020で示されたように、システムは、タ
ーゲットが通話をやめたかどうかを判定する。ターゲットが通話をやめた場合、1022で示
されたように、LEAはターゲットが通話をやめたことを通知され、ターゲットの最終位置
がLEAに報告される。位置更新が受信されなかったこと、ターゲットが通話をやめたこと
を判定すると、かつ/またはターゲットが通話をやめたことをLEAに通知後、1024で示され
たように、通話の監視が続く。
【００５１】
　あらかじめ規定された時間期間の間参加者が会話をやめているかどうかを判定するため
に、ハングタイマを使用することができる。1026で示されたように、通話が続くとき、シ
ステムは、ハングタイマが経過したかどうか、または通話が終了したかどうかを判定する
。いずれかが起こった場合、1028で示されたように、ターゲットの最終既知位置を含む通
話情報がLEAに通信される。ハングタイマが経過していない場合、または通話が終了して
いない場合、1024で示されたように、通話の監視が続く。
【００５２】
　図11は、第1のワイヤレスデバイス104、領域グループ通話セットアップ機能122、領域
グループ通話ホスト機能124、第2のワイヤレスデバイス102、領域合法的傍受サーバ126、
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および法執行機関140の間のメッセージの交換を示す、例示的なメッセージフローの一態
様を示す。この例示的なメッセージフローでは、第1のワイヤレスデバイス104は、グルー
プ通話内の参加者であるワイヤレスデバイスであるが監視のターゲットではなく、第2の
ワイヤレスデバイス102は、監視のターゲットであるグループ通話内の参加者である。
【００５３】
　1102で示されたように、第1のワイヤレスデバイス104のユーザは、PTT要求を発行して
グループ通話を開始することができる。この例では、監視のターゲットではない第1のワ
イヤレスデバイス104が通話を開始するが、監視のターゲットである第2のワイヤレスデバ
イス102も通話を開始することができる。1104で示されたように、通話要求は、領域グル
ープ通話セットアップ機能122にルーティングされる。1110で示されたように、次いで、
領域グループ通話セットアップ機能122は、第2のワイヤレスデバイス102を含むグループ
の他のメンバに、グループ通話が開始されたことを告知することができる。
【００５４】
　いくつかの態様では、通話セットアップ要求を受信すると直ちに、領域グループ通話セ
ットアップ機能122は、1106で示されたように、第1のワイヤレスデバイス104に確認応答
を送ることができ、1108で示されたように、監視セッションを始める通話セットアッププ
ロセスを開始することができる。この例示的な実装形態では、少なくとも1つの相手が応
答し、通話に参加すると仮定する。確認応答を受信すると、第1のワイヤレスデバイス104
は、グループの別のメンバからの応答を待たずに、直ちに会話を始めることができる。
【００５５】
　1112で示されたように、第2のワイヤレスデバイス102は、通話が開始されたことを確認
応答する。ワイヤレスデバイス102の位置情報は、確認応答に含めることができる。この
確認応答を受信すると、1114で示されたように、領域グループ通話セットアップ機能122
は、グループ通話の状態を教える状態メッセージを第1のワイヤレスデバイス104に送信す
る。すなわち、領域グループ通話セットアップ機能122は、第2のワイヤレスデバイス102
が通話を確認応答したことを第1のワイヤレスデバイス104に知らせる。グループの2つの
メンバだけが図11に示されるが、グループのさらなるメンバが存在する場合があり、1112
で示されたように、各メンバは確認応答を送信するはずであり、各メンバの状態は第1の
ワイヤレスデバイス104に報告されるはずである。
【００５６】
　1116で示されたように、領域グループ通話セットアップ機能122から状態メッセージを
受信すると、第1のワイヤレスデバイス104はトークトーンを受信し、ユーザは会話を始め
ることができる。1118で示されたように、第1のワイヤレスデバイス104は、確認応答メッ
セージを介して、その位置を領域グループ通話セットアップ機能122に送信することがで
きる。ワイヤレスデバイス104の位置情報は、確認応答に含めることができる。1120、112
2で示されたように、ターゲット通話通知は、領域通話ホストセットアップ機能124に送信
することができる。1124で示されたように、領域通話ホスティング機能124は、監視ター
ゲットが通話に参加したかどうかを判定するなどの、通話処理ステップを実行することが
できる。領域通話ホスティング機能124はまた、通話に関連する信号情報の収集を始める
ことができる。1126で示されたように、そのような情報は、使用データレコード(UDR)を
生成するために使用することができる。1128で示されたように、UDRはLIS126に転送する
ことができる。1130で示されたように、次いで、LIS126は、メンバとしてのターゲットを
有する通話が進行中であることをLEA140に通知することができる。
【００５７】
　1132で示されたように、通話が続くとき、通話セットアップ機能122は、通話の相手と
してLEA140を追加することができ、さらなる情報を領域通話ホスティング機能124によっ
て収集することができ、1134で示されたように、さらなるUDRを作成することができる。
通話情報は、たとえば、ターゲットの位置を含むことができ、1136で示されたように、こ
の情報はLIS126に転送することができる。1138で示されたように、次いで、LISは、ター
ゲットの位置を含む通話状態情報をLEA140に提供することができる。グループトークのメ



(19) JP 6049100 B2 2016.12.21

10

20

30

40

50

ンバとして、媒体は、1142で示されたように他のグループメンバに転送される前に、1140
で示されたようにグループ通話ホスティング機能124によって傍受される。グループ通話
ホスティング機能124は、1144で示されたように話し手の識別情報などの通話調停情報を
、ならびに848で示されたように通話信号および通話媒体を、LIS126に直ちに提供するこ
とができる。1146、1150で示されたように、調停情報および通話信号/媒体は、LEA140に
送信することができる。
【００５８】
　いくつかの態様によれば、たとえば、1152で示されたように、デバイスが位置を変える
たびに、更新情報をグループ通話ホスティング機能124に送ることができ、グループ通話
ホスティング機能124は、その位置テーブルを更新する。1156で示されたように、通話が
終了したことを判定すると、通話ホスティング機能124は、ターゲットの最終位置をLIS12
6に送信することができる。1158で示されたように、次いで、LIS126は、通話が完了した
ことをLEA140に通知し、最終位置をLEA140に提供することができる。
【００５９】
　図12を参照すると、通話情報を報告するためのシステム1200が示される。たとえば、シ
ステム1200は、少なくとも部分的に、領域グループ通信サーバ120(図1)などのグループ通
信サーバの内部に存在することができる。システム1200が、コンピューティングプラット
フォーム、プロセッサ、ソフトウェア、またはファームウェアなどのそれらの組合せによ
って実施される機能を表す機能ブロックであり得る、機能ブロックを含むものとして表さ
れることを諒解されたい。システム1200は、連携して作動することができる電気コンポー
ネントの論理グルーピング1202を含む。たとえば、論理グルーピング1202は、複数のメン
バデバイスを有する通話グループ用のグループ通信通話を確立するための電気コンポーネ
ント1204を含むことができる。その上、論理グルーピング1202は、複数のメンバデバイス
のうちの少なくとも1つのターゲットメンバデバイスを、追跡されるべき対象に該当する
ものとして識別するための電気コンポーネント1206を含むことができる。さらに、論理グ
ルーピング1202は、少なくとも1つのターゲットメンバデバイスが通話に参加したことを
判定するための電気コンポーネント1208を含むことができる。加えて、論理グルーピング
1202は、少なくとも1つのターゲットメンバデバイスに対応する情報のバンドルを取得す
るための電気コンポーネント1210を含むことができる。加えて、論理グルーピング1202は
、情報のバンドルを通話信号および対応する音声コンテンツの対応する部分と相関させる
ための電気コンポーネント1212を含むことができる。論理グルーピング1202はまた、通話
に参加するターゲットメンバデバイスに基づいて、情報のバンドルならびに通話信号およ
び対応する音声コンテンツの対応する部分を、通話傍受コンポーネントに配信するための
電気コンポーネント1214を含むことができる。システム1200は、電気コンポーネント1204
～1214に関連付けられた機能を実行するための命令を保持するメモリ1220を含むことがで
きる。メモリ1220の外部にあるものとして示されているが、電気コンポーネント1204～12
14のうちの1つまたは複数は、メモリ1220の内部に存在できることを理解されたい。
【００６０】
　図13は、通話情報を報告するためのシステム1300を示す。たとえば、システム1300は、
少なくとも部分的に、領域グループ通信サーバ120(図1)などのグループ通信サーバの内部
に存在することができる。システム1300が、コンピューティングプラットフォーム、プロ
セッサ、ソフトウェア、またはファームウェアなどのそれらの組合せによって実施される
機能を表す機能ブロックであり得る、機能ブロックを含むものとして表されることを諒解
されたい。システム1300は、連携して作動することができる電気コンポーネントの論理グ
ルーピング1302を含む。たとえば、論理グルーピング1302は、複数のメンバデバイスを有
する通話グループ用の、通話信号および対応する音声コンテンツを含むグループ通信通話
を確立するための電気コンポーネント1304を含むことができる。その上、論理グルーピン
グ1302は、複数のメンバデバイスのうちの少なくとも1つのターゲットメンバデバイスを
、追跡されるべき対象に該当するものとして識別するための電気コンポーネント1306を含
むことができる。さらに、論理グルーピング1302は、少なくとも1つのターゲットメンバ
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デバイスが通話に参加したことを判定するための電気コンポーネント1308を含むことがで
きる。加えて、論理グルーピング1302は、複数のメンバデバイスに知られずに、グループ
通信通話の相手として監視コンポーネントを追加するための電気コンポーネント1310を含
むことができる。加えて、論理グルーピング1302は、通話に参加するターゲットメンバデ
バイスに基づいて、通話信号および対応する音声コンテンツを通話グループおよび監視コ
ンポーネントに配信するための電気コンポーネント1312を含むことができる。システム13
00は、電気コンポーネント1304～1312に関連付けられた機能を実行するための命令を保持
するメモリ1320を含むことができる。メモリ1320の外部にあるものとして示されているが
、電気コンポーネント1304～1312のうちの1つまたは複数は、メモリ1320の内部に存在で
きることを理解されたい。
【００６１】
　図14は、合法的に傍受されたワイヤレスデバイス内の通話情報を提供するためのシステ
ム1400を示す。たとえば、システム1400は、少なくとも部分的に、ワイヤレスデバイス10
2(図1)などのワイヤレスデバイスの内部に存在することができる。システム1400が、コン
ピューティングプラットフォーム、プロセッサ、ソフトウェア、またはファームウェアな
どのそれらの組合せによって実施される機能を表す機能ブロックであり得る、機能ブロッ
クを含むものとして表されることを諒解されたい。システム1400は、連携して作動するこ
とができる電気コンポーネントの論理グルーピング1402を含む。たとえば、論理グルーピ
ング1402は、複数のメンバデバイスを有する通話グループ用のグループ通信通話に参加す
るための電気コンポーネント1404を含むことができる。その上、論理グルーピング1402は
、合法的に傍受されたワイヤレスデバイスに対応する、位置情報を含む情報のバンドルを
生成するための電気コンポーネント1406を含むことができる。さらに、論理グルーピング
1402は、バンドルされた情報を通話傍受コンポーネントに送信するための電気コンポーネ
ント1408を含むことができる。システム1400は、電気コンポーネント1404～1408に関連付
けられた機能を実行するための命令を保持するメモリ1420を含むことができる。メモリ14
20の外部にあるものとして示されているが、電気コンポーネント1404～1408のうちの1つ
または複数は、メモリ1420の内部に存在できることを理解されたい。
【００６２】
　本出願で使用される場合、「コンポーネント」、「モジュール」、「システム」などの
用語は、限定はしないが、ハードウェア、ファームウェア、ハードウェアとソフトウェア
の組合せ、ソフトウェア、または実行中のソフトウェアなどのコンピュータ関連のエンテ
ィティを含むものとする。たとえば、コンポーネントは、プロセッサ上で実行されるプロ
セス、プロセッサ、オブジェクト、実行ファイル、実行スレッド、プログラム、および/
またはコンピュータであり得るが、これらに限定されない。例として、コンピューティン
グデバイス上で実行されるアプリケーションと、そのコンピューティングデバイスの両方
がコンポーネントであり得る。1つまたは複数のコンポーネントは、プロセスおよび/また
は実行スレッド内に常駐することができ、1つのコンポーネントが1つのコンピュータ上に
配置され、かつ/または2つ以上のコンピュータ間に分散される場合がある。加えて、これ
らのコンポーネントは、様々なデータ構造を記憶している様々なコンピュータ可読媒体か
ら実行することができる。これらのコンポーネントは、信号によって、ローカルシステム
、分散システム内の別のコンポーネントと対話し、かつ/またはインターネットなどのネ
ットワークを介して他のシステムと対話する1つのコンポーネントからのデータなどの、1
つまたは複数のデータパケットを有する信号に従うことなどにより、ローカルプロセスお
よび/またはリモートプロセスによって通信することができる。
【００６３】
　さらに、様々な態様は、有線端末またはワイヤレス端末であり得る端末に関して、本明
細書に記載される。端末は、システム、デバイス、加入者ユニット、加入者局、移動局、
モバイル、モバイルデバイス、リモート局、リモート端末、アクセス端末、ユーザ端末、
端末、通信デバイス、ユーザエージェント、ユーザデバイス、またはユーザ機器(UE)と呼
ぶこともできる。ワイヤレス端末は、携帯電話、衛星電話、コードレス電話、セッション
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開始プロトコル(SIP)電話、ワイヤレスローカルループ(WLL)局、携帯情報端末(PDA)、ワ
イヤレス接続機能を有するハンドヘルドデバイス、コンピューティングデバイス、または
ワイヤレスモデムに接続された他の処理デバイスであり得る。その上、様々な態様は、基
地局に関して本明細書に記載される。基地局は、ワイヤレス端末と通信するために利用す
ることができ、アクセスポイント、ノードB、またはある他の用語で呼ばれる場合もある
。
【００６４】
　その上、「または」という用語は、排他的な「または」ではなく、包括的な「または」
を意味するものとする。すなわち、特に指定がない限り、または文脈から明白でない限り
、「XはAまたはBを使用する」という語句は、自然な包括的並べ替えのいずれかを意味す
るものとする。すなわち、「XはAまたはBを使用する」という語句は、以下の例のいずれ
かによって満足される。XはAを使用する、XはBを使用する、または、XはAとBの両方を使
用する。加えて、本出願および添付の特許請求の範囲で使用される冠詞「a」および「an
」は、特に指定がない限り、または単数形を対象とすることが文脈から明白でない限り、
概して「1つまたは複数」を意味するものと解釈されるべきである。
【００６５】
　本明細書に記載された技法は、CDMA、TDMA、FDMA、OFDMA、SC-FDMAおよび他のシステム
などの様々なワイヤレス通信システムに使用することができる。「システム」および「ネ
ットワーク」という用語は、しばしば互換的に使用される。CDMAシステムは、Universal 
Terrestrial Radio Access(UTRA)、cdma2000などの無線技術を実装することができる。UT
RAは、Wideband-CDMA(WCDMA(登録商標))およびCDMAの他の変形形態を含む。さらに、cdma
2000は、IS-2000、IS-95およびIS-856の規格をカバーする。TDMAシステムは、Global Sys
tem for Mobile Communications(GSM(登録商標))などの無線技術を実装することができる
。OFDMAシステムは、Evolved UTRA(E-UTRA)、Ultra Mobile Broadband(UMB)、IEEE802.11
(Wi-Fi)、IEEE802.16(WiMAX)、IEEE802.20、Flash-OFDM(登録商標)などの無線技術を実装
することができる。UTRAおよびE-UTRAは、Universal Mobile Telecommunication System(
UMTS)の一部である。3GPP Long Term Evolution(LTE)は、ダウンリンク上ではOFDMAを利
用し、アップリンク上ではSC-FDMAを利用する、E-UTRAを使用するUMTSのリリースである
。UTRA、E-UTRA、UMTS、LTEおよびGSM(登録商標)は、「3rd Generation Partnership Pro
ject」(3GPP)と称する組織からの文書に記載されている。加えて、cdma2000およびUMBは
、「3rd Generation Partnership Project 2」(3GPP2)と称する組織からの文書に記載さ
れている。さらに、そのようなワイヤレス通信システムは、加えて、不対無認可スペクト
ル、802.xxワイヤレスLAN、Bluetooth(登録商標)、および任意の他の短距離または長距離
のワイヤレス通信技法をしばしば使用する、ピアツーピア(たとえば、モバイルツーモバ
イル)アドホックネットワークシステムを含むことができる。
【００６６】
　様々な態様または特徴は、いくつかのデバイス、コンポーネント、モジュールなどを含
む場合があるシステムに関して提示される。様々なシステムが、追加のデバイス、コンポ
ーネント、モジュールなどを含む場合があり、かつ/または図に関連して説明されたデバ
イス、コンポーネント、モジュールなどのすべてを含まない場合があることを、理解およ
び諒解されたい。これらの手法の組合せも使用することができる。
【００６７】
　本明細書で開示された実施形態に関して記載された様々な例示的な論理、論理ブロック
、モジュール、および回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ(DSP)、特定用
途向け集積回路(ASIC)、フィールドプログラマブルゲートアレイ(FPGA)もしくは他のプロ
グラマブル論理デバイス、個別ゲートもしくはトランジスタ論理、個別ハードウェアコン
ポーネント、または、本明細書に記載された機能を実行するように設計されたそれらの任
意の組合せで実装または実施することができる。汎用プロセッサはマイクロプロセッサで
あり得るが、代替として、プロセッサは任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイク
ロコントローラ、または状態機械であり得る。プロセッサはまた、コンピューティングデ
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バイスの組合せ、たとえば、DSPとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロ
セッサ、DSPコアと連携する1つもしくは複数のマイクロプロセッサ、または任意の他のそ
のような構成として実装することができる。加えて、少なくとも1つのプロセッサは、上
述されたステップおよび/またはアクションのうちの1つまたは複数を実行するように動作
可能な、1つまたは複数のモジュールを備えることができる。
【００６８】
　さらに、本明細書で開示された態様に関して記載された方法またはアルゴリズムのステ
ップおよび/またはアクションは、直接ハードウェア内で、プロセッサによって実行され
るソフトウェアモジュール内で、またはその2つの組合せ内で具現化することができる。
ソフトウェアモジュールは、RAMメモリ、フラッシュメモリ、ROMメモリ、EPROMメモリ、E
EPROMメモリ、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、CD-ROM、または当技
術分野で知られている任意の他の形態の記憶媒体内に存在することができる。例示的な記
憶媒体は、プロセッサが記憶媒体から情報を読み取り、記憶媒体に情報を書き込むことが
できるようにプロセッサに結合することができる。代替として、記憶媒体はプロセッサと
一体であり得る。さらに、いくつかの態様では、プロセッサおよび記憶媒体はASIC内に存
在することができる。加えて、ASICはユーザ端末内に存在することができる。代替として
、プロセッサおよび記憶媒体は、ユーザ端末内の個別コンポーネントとして存在すること
ができる。加えて、いくつかの態様では、方法またはアルゴリズムのステップおよび/ま
たはアクションは、コンピュータプログラム製品に組み込むことができる、機械可読媒体
および/またはコンピュータ可読媒体上のコードおよび/または命令の1つまたは任意の組
合せもしくはセットとして存在することができる。
【００６９】
　1つまたは複数の態様では、記載された機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファー
ムウェア、またはそれらの任意の組合せに実装することができる。ソフトウェアに実装さ
れる場合、各機能は、1つまたは複数の命令またはコードとしてコンピュータ可読媒体上
に記憶されるか、または、コンピュータ可読媒体上で送信することができる。コンピュー
タ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を容易にする任
意の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体とコンピュータ通信媒体の両方を含む。記憶媒体
は、コンピュータによってアクセスできる任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではな
く例として、そのようなコンピュータ可読媒体は、RAM、ROM、EEPROM、CD-ROMもしくは他
の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージもしくは他の磁気ストレージデバイス
、または、命令もしくはデータ構造の形態の所望のプログラムコードを搬送もしくは記憶
するために使用でき、コンピュータによってアクセスできる、任意の他の媒体を含むこと
ができる。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と呼ぶことができる。たとえば、
ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回
線(DSL)、または、赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して、
ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル、
光ファイバケーブル、ツイストペア、DSL、または、赤外線、無線、およびマイクロ波な
どのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用されるディスク(disk)お
よびディスク(disc)は、コンパクトディスク(disc)(CD)、レーザディスク(disc)、光ディ
スク(disc)、デジタル多用途ディスク(disc)(DVD)、フレキシブルディスク(disk)および
ブルーレイディスク(disc)を含み、ディスク(disk)は、通常、データを磁気的に再生し、
ディスク(disc)は、通常、データをレーザで光学的に再生する。上記の組合せもコンピュ
ータ可読媒体の範囲内に含まれるべきである。
【００７０】
　上記の開示は、例示的な態様および/または実施形態を説明したが、添付の特許請求の
範囲によって定義される、記載された態様および/または実施形態の範囲から逸脱するこ
となく、様々な変更および修正を本明細書で行うことができることに留意されたい。さら
に、記載された態様および/または実施形態の要素は、単数形で記載または特許請求され
ている場合があるが、単数形に限定することが明示的に述べられていない限り、複数形が
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考察される。加えて、任意の態様および/または実施形態の全部または一部は、特に記載
されていない限り、任意の他の態様および/または実施形態の全部または一部とともに利
用することができる。
【符号の説明】
【００７１】
　　100　合法的傍受サービスを提供するために構成されたグループ通信システム
　　102　ワイヤレスデバイス
　　104　ワイヤレスデバイス
　　106　ワイヤレスデバイス
　　108　無線アクセスネットワーク
　　110　パケットコアネットワーク
　　120　領域グループ通信サーバ
　　122　グループ通話セットアップ機能
　　124　グループ通話ホスティング機能
　　126　領域合法的傍受サーバ
　　130　コア合法的傍受サーバ
　　140　法執行機関(LEA)
　　150　合法的傍受規定(LID)管理者
　　202　プロセッサ
　　204　メモリ
　　206　通信コンポーネント
　　208　データストア
　　210　ユーザインターフェース
　　212　合法的傍受処理モジュール
　　220　ネットワークデバイス
　　222　プロセッサ
　　224　メモリ
　　226　通信コンポーネント
　　228　データストア
　　230　ユーザインターフェース
　　232　デバイス固有のコンポーネント
　　302　通信モジュール
　　304　ターゲットデータベース
　　402　合法的傍受規定処理モジュール
　　404　通話セットアップモジュール
　　502　データ収集/集約モジュール
　　504　監視通話セットアップモジュール
　　506　データ配信モジュール
　　602　配信モジュール
　　604　変換モジュール
　　606　ストレージモジュール
　　700　通話情報を報告するための例示的な方法
　　800　合法的に傍受されたワイヤレスデバイスから通話情報を提供する例示的な方法
　　900　通話情報を監視する例示的な方法
　　1000　グループ通話内の通話信号および通話媒体を合法的に傍受するための例示的な
方法
　　1200　通話情報を報告するためのシステム
　　1202　電気コンポーネントの論理グルーピング
　　1204　複数のメンバデバイスを有する通話グループ用のグループ通信通話を確立する
ための電気コンポーネント
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　　1206　複数のメンバデバイスのうちの少なくとも1つのターゲットメンバデバイスを
識別するための電気コンポーネント
　　1208　少なくとも1つのターゲットメンバデバイスが通話に参加したことを判定する
ための電気コンポーネント
　　1210　少なくとも1つのターゲットメンバデバイスに対応する情報のバンドルを取得
するための電気コンポーネント
　　1212　情報のバンドルを通話信号および対応する音声コンテンツの対応する部分と相
関させるための電気コンポーネント
　　1214　情報のバンドルならびに通話信号および対応する音声コンテンツの対応する部
分を通話傍受コンポーネントに配信するための電気コンポーネント
　　1220　メモリ
　　1300　通話情報を報告するためのシステム
　　1302　電気コンポーネントの論理グルーピング
　　1304　複数のメンバデバイスを有する通話グループ用のグループ通信通話を確立する
ための電気コンポーネント
　　1306　複数のメンバデバイスのうちの少なくとも1つのターゲットメンバデバイスを
、追跡されるべき対象に該当するものとして識別するための電気コンポーネント
　　1308　少なくとも1つのターゲットメンバデバイスが通話に参加したことを判定する
ための電気コンポーネント
　　1310　複数のメンバデバイスに知られずに、グループ通信通話の相手として監視コン
ポーネントを追加するための電気コンポーネント
　　1312　通話信号および対応する音声コンテンツを通話グループおよび監視コンポーネ
ントに配信するための電気コンポーネント
　　1320　メモリ
　　1400　合法的に傍受されたワイヤレスデバイス内の通話情報を提供するためのシステ
ム
　　1402　電気コンポーネントの論理グルーピング
　　1404　複数のメンバデバイスを有する通話グループ用のグループ通信通話に参加する
ための電気コンポーネント
　　1406　合法的に傍受されたワイヤレスデバイスに対応する、位置情報を含む情報のバ
ンドルを生成するための電気コンポーネント
　　1408　バンドルされた情報を通話傍受コンポーネントに送信するための電気コンポー
ネント
　　1420　メモリ
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